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は
じ
め
に

　

こ
こ
十
数
年
、
筆
者
は
民
衆
蜂
起
論
の
視
点
か
ら
、
バ
ス
︲
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
現
オ
ル
ヌ
県
下
に
発
生
し
た
一
七
八
八
年
よ
り

一
七
八
九
年
八
月
ま
で
の
民
衆
蜂
起
に
つ
い
て
の
研
究
を
継
続
し

て
い
て) 1

(

、
最
近
で
は
県
中
・
東
部
に
確
認
さ
れ
て
い
る
食
糧
蜂
起

ém
eute frum

entaire

に
注
目
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
各
中
小

都
市
部
に
一
七
八
九
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
頻
発
し
て
い
た
こ

と
が
見
え
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
五
月
一
日
開
催
予
定
の
全
国
三
部
会

に
向
け
て
都
市
や
農
村
で
は
第
一
次
選
挙
集
会
が
持
た
れ
て
い
る
段

階
で
、
各
地
で
は
教
区
陳
情
書
な
ど
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
オ
ル
ヌ
県
の
場
合
は
全
国
三
部
会
開
催
後
の
六

･

七
月
に
も
発
生
し
て
い
る
の
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

食
糧
蜂
起
に
つ
い
て
、
Ｇ
＝

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
﹃
革
命
的
群
衆
﹄

の
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
優
柔
不
断
で
あ
っ
た
群
集
が
、
飢
え
と
怒
り

の
下
で
、
食
糧
蜂
起
へ
と
歩
み
だ
し
革
命
的
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に

な
っ
た
と
言
い)2

(

、
Ａ
＝
ア
ド
は
、
標
的
と
な
っ
た
の
は
﹁
大
借
地
農
、

穀
物
商
人
、
富
裕
都
市
民
﹂
で
、
次
い
で
領
主
階
級
に
直
接
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た)3

(

と
結
論
付
け
て
い
る
。
ま
た
、﹁
貴
族
の
陰
謀 

com
plot aristocratique

﹂
認
識
と
の
係
わ
り
の
中
で
、
王
国
内
各

地
の
食
糧
蜂
起
な
ど
民
衆
蜂
起
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
抽
出
に
迫
っ
た

テ
ィ
モ
シ
ィ
＝
タ
ケ
ッ
ト
は
、
バ
ス
︲
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に
お
け
る

　

ベ
ッ
レ
ー
ム
に
お
け
る
一
七
八
九
年
の
食
糧
蜂
起

　
　
　
　

近　

江　

吉　

明

キ
ー
ワ
ー
ド

　
　

ベ
ッ
レ
ー
ム　

食
糧
蜂
起　

オ
ル
ヌ
県　

フ
ラ
ン
ス
革
命　

民
衆
蜂
起
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そ
の
激
化
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
港
建
設
の
た
め

に
王
国
政
府
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
た
穀
物
消
費
削
減
が
あ
る
と

指
摘
し
、
陰
謀
の
張
本
人
と
し
て
は
貴
族
の
他
に
、
王
国
役
人
、
収

税
吏
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
、
フ
ェ
ル
ミ
エ
（
借
地
農
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

た
と
し
て
い
る
。
現
オ
ル
ヌ
県
下
の
食
糧
蜂
起
の
展
開
を
分
析
す
る

に
際
し
て
、
当
地
方
の
特
殊
事
情
の
一
つ
と
し
て
重
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い)4

(

。

　

本
稿
で
は
、
先
の
ア
ラ
ン
ソ
ン
の
食
糧
蜂
起
研
究)5

(

に
続
い
て
、
比

較
的
情
報
量
の
多
い
ベ
ッ
レ
ー
ムB

ellêm
e

に
限
定
し
て
四
月
四

日
と
六
月
一
七
・
一
八
日
の
食
糧
蜂
起
を
分
析
し
て
み
た
い)6

(

。
先
行

研
究
と
し
て
は
、
Ｋ
＝
デ
ュ
ロ
ン
等
の
言
及)7

(

が
確
認
さ
れ
る
が
ま
だ

当
蜂
起
に
限
定
し
た
本
格
的
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ

し
、
史
料
の
面
で
は
、
当
蜂
起
の
全
容
掌
握
に
お
い
て
Ｌ
＝

デ
ュ

ヴ
ァ
ル
ら
の
仕
事)8

(

が
利
用
で
き
る
。
ま
た
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
の
お

か
れ
た
経
済
状
況
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
一
七
九
〇
年
の
﹁
タ
イ
ユ

課
税
台
帳)9

(

﹂
や
﹁
物
乞
い
（
救
貧
）
に
関
す
る
委
員
会
か
ら
の
訓
令

Instruction du C
om

ité de M
endicité

﹂)₁₀

(

、
さ
ら
に
は
、﹁
ペ
ル
シ
ュ

︲
バ
イ
イ
管
区
第
三
身
分
陳
情
書C

ahiers du Perche

﹂)₁₁

(

を
活
用

し
て
、
そ
の
実
態
掌
握
に
努
め
た
。

一
、
ペ
ル
シ
ュ
‐
バ
イ
イ
管
区
の
政
治
・
経
済
的
状
況

　

食
糧
蜂
起
分
析
に
先
立
ち
、
ペ
ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
全
体
の
政

治
・
経
済
的
状
況
を
可
能
な
限
り
捉
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ

う
。
と
い
う
の
も
、
上
述
の
よ
う
に
当
管
区
内
の
ベ
ッ
レ
ー
ム
に
お

い
て
食
糧
蜂
起
が
発
生
し
た
の
が
一
七
八
九
年
の
四
月
と
六
月
に
お

い
て
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
バ
イ
イ
管
区
に
お
い
て

も
広
く
食
糧
問
題
を
か
か
え
て
い
た
段
階
に
お
い
て
各
身
分
は
陳
情

書
を
作
成
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
第
三
身
分
は
農
村
教
区
や
都
市
内

で
の
第
一
次
選
挙
集
会
、
さ
ら
に
、
下
級
選
挙
集
会
と
上
級
選
挙
集

会
を
行
な
っ
て
い
て
、
そ
の
度
に
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
書
を
ま
と
め
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
こ
う
し
た
政
治
的
状
況
と
そ
れ
ら
を

大
き
く
規
定
し
て
い
た
経
済
状
況
と
無
関
係
に
食
糧
蜂
起
が
発
生
し

て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。

（1）

陳
情
書
の
内
容
と
そ
の
作
成
の
動
き
か
ら
見
え
て
く
る
諸
状
況

　

ま
ず
、
陳
情
書
を
作
成
し
、
次
の
下
級
選
挙
集
会
へ
の
代
表
者

を
決
定
し
て
い
た
各
都
市
や
農
村
教
区
の
住
民
構
成
を
捉
え
て
お

こ
う
。
こ
こ
で
は
二
度
に
わ
た
る
食
糧
蜂
起
の
中
心
と
な
っ
た
ベ
ッ

レ
ー
ム
小
郡 

だ
け
を
見
て
お
き
た
い
。︿
表
１
﹀
は
一
七
九
〇
年
の

﹁
救
貧
委
員
会
﹂
宛
に
作
成
さ
れ
た
報
告
書)₁₂

(

の
内
容
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
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表
１
　
ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
の
「
救
貧
委
員
会
」（
1790

年
）
宛
に
作
成
さ
れ
た
報
告
書

人
口

（
Ａ

）
戸

数
（

Ｂ
）

2
日

分
の

賃
金

分
し

か
払

え
な

い
住

民
（

Ｃ
）

非
納

税
民

（
Ｄ

）
Ｃ

+
Ｄ

Ｂ
働

け
な

い
老

人
身

体
障

害
者

　

14
才

以
下

及
び

生
活

費
を

稼
げ

な
い

児
童

援
助

を
求

め
る

人
々

（
Ｅ

）

ＥＡ

1
V

ille de B
ellêm

e
3,298

851
147

149
　

　
　（

％
）

34.8
28

54
321

592
　

　
　（

％
）

18.0

2
St. M

artin du D
ouet

248
48

6
5

22.9
4

0
23

41
16.5

3
St. M

artin d’Igé
1,146

240
6

37
17.9

14
11

92
269

23.5

4
E

perrais
628

122
10

23
27.0

3
9

62
134

21.3

5
A

ppenay
710

154
11

16
17.5

23
9

53
96

13.5

6
St. O

uën de la C
our

387
89

9
30

43.8
5

8
58

81
20.9

7
B

ellavillier
676

151
36

9
29.8

11
3

72
154

22.8

8
Serigny

510
115

7
17

20.9
5

6
32

101
19.8

9
D

am
m

arie
432

90
12

2
15.6

8
3

23
49

11.3

10
L

e P
in

1,230
240

32
14

19.2
32

29
76

183
14.9

11
St. M

artin du vieux
 B

ellêm
e

2,647
608

182
97

45.9
50

3
261

340
12.8

計
11,911

2,708
458

399
31.6

183
135

1,073
2,040

17.1
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こ
の
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
非
納
税
お
よ
び
二
日
分
の
賃
金
額

し
か
支
払
え
な
い
非
能
動
民
で
あ
る
戸
主
数
が
、
小
都
市 

ベ
ッ
レ
ー

ム 

と
そ
の
北
部
の 

ベ
ッ
レ
ー
ム
の
森 

と
の
間
に
位
置
す
る
サ
ン
︲

マ
ル
タ
ン
︲
デ
ュ
︲
ベ
ッ
レ
ー
ム St. M

artin du vieux B
ellêm

e 

教
区
で
多
く
、
前
者
で
三
四
・
八
％
、
後
者
で
は
四
五
・
九
％
に
達

す
る
戸
主
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
当
小
郡
全
体
で
も
三
一
・
六
％

と
高
く
、
こ
れ
は
同
年
の
七
月
末
か
ら
八
月
に
か
け
て
民
衆
蜂
起
が

発
生
し
た
オ
ル
ヌ
県
西
部
の
中
心
地
の
ブ
リ
ウ
ズ
小
郡C
anton de 

B
riouze

（ 

二
三
・
八
％ 

） や 

ラ
︲
フ
ェ
ル
テ
︲
マ
セ
小
郡C
anton de La 

Ferté-M
acé

（
二
四
・
〇
％
︶
₁₃
︵

）と
比
較
し
て
も
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
働
け
な
い
老
人
、
身
体
障
害
者
、
一
四
歳
以
下
お
よ
び
生
活

費
を
稼
げ
な
い
児
童
、
そ
し
て
援
助
を
求
め
る
人
々
の
数
も
、
当
小

郡
の
平
均
は
全
住
民
数
の
一
七
・
一
％
と
県
西
部
の
二
つ
の
小
郡（
ブ

リ
ウ
ズ
︿
一
四
・
四
％
﹀、
ラ
︲
フ
ェ
ル
テ
︲
マ
セ
︿
一
三
・
〇
％︶
₁₄
︵

﹀）

よ
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
当
小
郡 
が
き
わ

め
て
貧
し
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
生
み
出
し
て
い
た
の
は
、
一
七
八
四
年
に
締

結
さ
れ
た
仏
英
通
商
条
約
や
一
七
八
七
年
王
令
直
後
の
穀
物
取
引
の

自
由
化
と
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
が
本
来
的
に
抱
え
て
い
た
地
域
構
造

な
ど
の
諸
要
因
に
よ
る
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
つ
い

て
は
、多
く
の
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
地
域
に
展
開
さ
れ
て
い
た
農
村
工
業
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受

け
て
い
た︶
₁₅
︵

。
後
者
に
つ
い
て
は
各
レ
ヴ
ェ
ル
の
陳
情
書
に
お
い
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
七
八
九
年
四
月
七
日
に
作
成
さ
れ
た
ペ

ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
第
三
身
分
最
終
陳
情
書
の
冒
頭
に
は
次
の
よ

う
な
こ
と
が
書
き
出
さ
れ
て
い
る︶
₁₆
︵

。

　　
︿
史
料
１
﹀

﹁
モ
ル
タ
ー
ニ
ュ
と
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
二
つ
の
地
域
か
ら
な
る
ペ

ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
の
苦
情
と
陳
情
の
書
﹂

　

当
地
方
は
、
非
常
に
不
規
則
な
外
観
が
大
半
の
穀
物
の
種
蒔
き

を
難
し
く
さ
せ
て
い
る
地
域
を
か
か
え
て
い
る
。

　

そ
の
一
部
は
、
耕
作
が
困
難
で
費
用
が
か
か
り
、
平
均
以
下
し

か
産
出
し
な
い
耕
地
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
耕
作
者
は
貧

し
い
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
の
生
活
費
な
ど
の
先
取
り
、
家
畜
の

購
入
、
飼
育
、
餌
な
ど
の
費
用
の
差
し
引
き
分
、
負
担
さ
せ
ら
れ

る
課
税
な
ど
に
よ
っ
て
、
収
入
と
支
出
と
の
均
衡
を
見
出
す
の
が

難
し
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
粗
末
な
食
物
に
甘
ん
じ

る
こ
と
に
慣
れ
て
い
て
も
、
そ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
さ
え
達
し
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
住
民
は
、
少
な
く
と
も
仕
事
に
没
頭
し
た
が
、

土
地
の
不
毛
さ
は
栽
培
の
結
果
を
補
償
し
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
ら

の
生
業
は
、
彼
ら
か
ら
税
を
奪
い
取
る
な
ど
、
金
銭
的
能
力
の
不

十
分
さ
に
よ
っ
て
落
胆
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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高
地
は
、
一
方
で
は
砂
と
砂
岩
か
ら
な
り
、
他
方
で
は
砂
と
砂

岩
の
ほ
か
に
泥
の
混
じ
っ
た
砂
利
か
ら
な
る
な
ど
の
全
容
を
見
せ

て
い
る
。高
地
の
多
く
の
と
こ
ろ
は
森
が
重
な
り
合
っ
て
い
た
が
、

他
は
、
ま
ば
ら
に
生
え
た
ヒ
ー
ス
と
若
干
の
牧
草
を
産
す
る
だ
け

で
あ
り
、
そ
こ
は
や
せ
細
っ
て
い
て
苦
境
を
切
り
抜
け
る
如
何
な

る
手
段
も
通
用
し
な
か
っ
た
。

　

多
く
の
耕
作
農
民
は
、
よ
り
多
く
の
利
益
を
得
る
た
め
に
砂
地

あ
る
い
は
小
石
の
混
じ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
開
墾
を
試
み

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
ラ
イ
麦
、
燕
麦
の
二
種
類
の
収
穫

の
ほ
か
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
陳
情
書
の
表
現
は
、
ペ
ル
シ
ュ
地
域
全
体
の
地
形
的
特
質
と

そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
農
業
構
造
の
特
徴
や
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
を
正
確
に
捉
え
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
つ
い
て
は
農

村
教
区
の
第
一
次
選
挙
集
会
時
に
作
成
さ
れ
て
い
る
陳
情
書
に
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
ベ
ッ
レ
ー
ム
下

級
バ
イ
イ
管
区
地
域
の
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
紛
失
し
て
い
て
全
体
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幸
い
ル
︲
パ
ン
教
区
の
そ
れ
が
残
っ
て

い
る︶
₁₇
︵

。
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
が
例
外
で
な
か
っ
た

こ
と
の
断
片
的
背
景
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ル
シ
ュ
地
域
に
つ
い
て

農
村
教
区
陳
情
書
の
類
型
学
的
な
解
釈
を
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ト
＝
ゴ
ー

テ
ィ
エ
︲
デ
ヴ
ォE

lisabeth G
autier-D

esvaux

は
、
穀
物
搬
出

の
限
界
に
つ
い
て
の
記
述
や
、
飢
饉
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
五
九
件
の
陳
情
書
分
析
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

地
域
に
多
い
王
領
林forêts royales

に
お
い
て
家
畜
の
放
牧
や
薪

の
採
集
な
ど
の
森
林
用
益
権
の
回
復
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
例
も

紹
介
さ
れ
て
い
る︶
₁₈
︵

。
一
般
的
に
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
も
含
め
た
ペ
ル
シ
ュ

地
域
も
農
村
世
界
が
特
殊
な
農
村
工
業
以
外
に
、
農
閑
期
に
あ
る
い

は
農
作
業
の
合
い
間
に
行
わ
れ
た
樵
、
炭
焼
き
、
樽
製
造
、
木
靴
製

造
、
石
工
、
機
織
り
な
ど
臨
時
の
家
内
工
業
に
も
従
事
し
て
、
生
活

の
足
し
に
し
て
い
た
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。そ
れ
だ
け
に
、

森
林
用
益
権
を
め
ぐ
る
農
村
教
区
民
の
立
場
は
常
に
攻
撃
的
で
波
乱

含
み
の
状
況
の
ま
ま
推
移
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
ペ
ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
に
お
け
る
第
三
身
分
の
全
国
三

部
会
へ
の
代
表
者
選
出
や
最
終
陳
情
書
作
成
ま
で
の
政
治
的
動
向
を

見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
政
治
過
程
に
は
ペ
ル
シ
ュ
の
中
心

が
モ
ル
タ
ー
ニ
ュM

ortagne

な
の
か
ベ
ッ
レ
ー
ム
な
の
か
を
め
ぐ

る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
が
存
在
し
て
い
た
。
開
催
地
を
め
ぐ
る
い
く
つ

か
の
や
り
取
り
の
後
、
一
七
八
九
年
二
月
二
八
日
の
国
王
特
例
が
、

一
月
二
四
日
付
全
体
規
定
を
修
正
し
て
要
求
を
承
認
し
た
結
果
、
ペ

ル
シ
ュ
の
全
体
集
会
は
ベ
ッ
レ
ー
ム
で
一
七
八
九
年
三
月
三
一
日

に
開
催
さ
れ
た︶
₁₉
︵

。
ペ
ル
シ
ュ
の
全
体
集
会
は
サ
ン
︲
ソ
ヴ
ー
ル
教
会 

l'église Saint-Sauveure

で
行
な
わ
れ
た
。
聖
職
者
を
右
側
に
、
貴

族
を
左
側
に
し
て
中
央
に
第
三
身
分
が
着
席
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
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第
三
身
分
は
九
六
名
の
代
表
者
が
全
員
出
席
し
、
聖
職
者
は
七
七
名

で
貴
族
身
分
は
六
六
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
身
分
ご
と
の
会
合
が

継
続
さ
れ
、
第
三
身
分
は
マ
ダ
ム
︲
ド
︲
ラ
︲
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
リ
の
館

l'hôtel de M
adam

e de La V
ingtrie

に
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
モ
ル
タ
ー
ニ
ュ
下
級
バ
イ
イ
管
区
の
六
四
教
区
（
三
月
一
〇
日
～

一
一
日
に
作
成
さ
れ
た
）
と
ベ
ッ
レ
ー
ム
下
級
バ
イ
イ
管
区
の
七
九

教
区
（
三
月
二
六
日
～
三
〇
日
に
作
成
さ
れ
た
）
か
ら
出
さ
れ
た
教

区
陳
情
書
が
検
討
さ
れ
、
四
月
七
日
に
ペ
ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
の

第
三
身
分
陳
情
書
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
一
連
の
作
業
で
大

き
な
力
を
発
揮
し
た
の
が
モ
ル
タ
ー
ニ
ュ
城
主
領châtellenie de 

M
ortagne

の
代
表
の
一
人
で
あ
っ
て
、
後
に
当
地
域
の
第
三
身
分

代
表
の
補
欠
に
な
っ
た
フ
ル
ミFourm

y

で
あ
る
。
四
月
八
日
に
正

式
な
第
三
身
分
の
代
表
者
に
選
ば
れ
た
の
は
、
ペ
ル
シ
ュ
徴
税
管
区

長
官
で
弁
護
士
の
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
＝
バ
イ
ユ
ー
ルA

ntoine B
ailleul

と
ノ
ジ
ャ
ン
︲
ル
︲
ロ
ト
ゥ
ル
ー
の
仲
買
商
人
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝

マ

ル
ゴ
ン
ヌ François M

argonne

で
あ
っ
た)₂₀

(

。
彼
ら
は
と
も
に
立

憲
君
主
政
以
外
の
体
制
を
全
く
望
む
こ
と
は
な
く)₂₁

(

、
こ
こ
に
農
村
民

の
代
表
が
入
り
込
む
こ
と
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
ま
し
て
、
農
村
教

区
の
住
民
た
ち
の
切
実
な
要
求
が
十
分
に
議
論
さ
れ
、
最
終
陳
情
書

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
結
果
と
し
て
は
、
彼
ら
の
期
待
は
裏

切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
事
態
の
推
移
の
中
で
、
後
に

分
析
さ
れ
る
よ
う
に
四
月
四
日
に
最
初
の
食
糧
蜂
起
が
発
生
し
て
い

る
。
し
か
も
第
三
身
分
の
最
終
陳
情
書
作
成
の
最
中
に
お
い
て
で
あ

る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ベ
ッ
レ
ー
ム
下
級
バ
イ
イ
管
区
に
つ
い
て
み
る
と
、
七
九
の
教
区

（
現
オ
ル
ヌ
県
に
属
す
る
の
は
五
九
教
区
）
か
ら
成
っ
て
い
て
、
そ

の
内
五
つ
の
教
区
は
中
小
都
市
で
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
は
サ
ン
︲
ソ
ヴ
ー

ル
と
サ
ン
︲
ピ
エ
ー
ル
が
、
ノ
ジ
ャ
ン
で
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
、
サ
ン

テ
ィ
レ
ー
ル
、
サ
ン
︲
ロ
ー
ラ
ン
の
教
区
が
見
ら
れ
る)₂₂

(

。
ベ
ッ
レ
ー

ム
小
郡
に
は
蜂
起
発
生
地
域
の
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
町
の
二
教
区
を
含
め

一
一
教
区
で
陳
情
書
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
既
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

一
七
八
九
年
二
月
四
日
に
、
ア
ラ
ン
ソ
ン
徴
税
管
区
当
局
は
第
三
身

分
の
代
表
者
数
が
他
の
二
つ
の
身
分
の
代
表
者
総
数
と
同
数
と
な

り
、
し
か
も
、
代
表
者
数
が
各
バ
イ
イ
管
区
の
人
口
お
よ
び
税
負
担

額
に
比
例
す
る
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
国
王

に
感
謝
状
を
送
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る)₂₃

(

。
そ
し
て
、
二
月
九
日
に

は
全
国
三
部
会
召
集
状
の
読
み
会
が
開
催
さ
れ
、
翌
一
〇
日
に
は
、

ア
ラ
ン
ソ
ン
の
国
王
代
理
官
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
︲
ル
イ
＝
ド
︲
ク
ー
テ
ィ

ロ
ー
ル
が
三
月
一
六
日
以
降
に
三
身
分
の
全
体
集
会
を
持
つ
こ
と
を

命
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ヴ
リ
ニ
ー
侯
爵
で
ア
ラ
ン
ソ
ン
公

爵
領
の
軍
事
最
高
指
揮
官
、
ル
ネ
＝
ボ
ー
ク
ラ
ン
が
三
月
一
六
日
に

当
バ
イ
イ
管
区
の
三
身
分
全
体
集
会
の
召
集
を
決
定
し
、
こ
の
者
が

代
表
者
選
出
手
続
き
の
調
整
役
と
な
っ
て
い
る)₂₄

(

。
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こ
う
し
て
、
ア
ラ
ン
ソ
ン
で
も
第
三
身
分
の
第
一
次
選
挙
集
会
が

二
月
二
二
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
業
種
、
団
体
ま
た
は
共
同
体
ご

と
に
開
催
さ
れ
陳
情
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
よ
っ
て

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
穀
物
の
安
定
供
給
の
確
保
と
パ
ン
価
格
値
上

が
り
の
抑
制
を
求
め
る
動
き
が
陳
情
書
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た)₂₅

(

。
二

月
二
八
日
に
は
ア
ラ
ン
ソ
ン
市
の
下
級
選
挙
集
会
が
開
催
さ
れ
、
第

一
次
選
挙
集
会
時
の
各
陳
情
書
が
集
め
ら
れ
、
数
日
の
議
論
を
経
て

三
月
五
日
に
当
市
の
陳
情
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
段
階
で
す
で
に
穀
物
な
ど
食
糧
問
題
に
関
連
す
る
要
求
項
目
は
消

滅
し
て
い
て
、第
三
五
条
に
製
粉
な
ど
の
バ
ナ
リ
テ
（
使
用
強
制
税
）

廃
止
が
謳
わ
れ
る
だ
け
と
な
っ
た)₂₆

(

。
ア
ラ
ン
ソ
ン
で
も
第
一
次
選
挙

集
会
時
に
作
成
さ
れ
た
陳
情
書
が
求
め
て
い
た
要
求
項
目
が
消
え
て

い
く
に
つ
れ
て
、
こ
の
段
階
の
食
糧
確
保
の
困
難
さ
と
相
ま
っ
て
、

中
下
層
民
衆
の
生
活
不
安
や
政
治
的
失
望
感
へ
と
つ
な
が
り
、
四
月

一
六
日
に
は
食
糧
蜂
起
へ
と
突
き
進
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
で
な
く
と
も
、
代
表
者
を
選
び
陳
情
書
を
作
成
で
き
る
と
い

う
国
王
勅
令
の
お
墨
付
き
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
教
区
住
民
た
ち
は

何
ら
か
の
税
負
担
の
軽
減
、
諸
負
担
の
平
等
、
生
活
上
の
諸
問
題
の

解
決
な
ど
が
実
現
す
る
の
で
は
と
の
思
い
に
浸
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
Ｇ
＝

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、﹁
全
国
三

部
会
の
召
集
の
知
ら
せ
が
も
た
ら
し
た
最
も
厄
介
な
効
果
は
、
教
区

の
選
挙
集
会
が
あ
た
か
も
自
ら
主
権
を
付
与
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
い
込
み
、
村
人
た
ち
が
、
今
後
は
領
主
的
諸
貢
租
の
支
払
い
か

ら
免
除
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
勝
手
に
判
断
し
た
こ
と
で
あ
る)₂₇

(

﹂

と
い
っ
た
状
況
は
、要
求
の
内
容
や
表
現
上
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（2）

ア
ラ
ン
ソ
ン
地
方
長
官
の
報
告
書
か
ら　

　

経
済
的
状
況
と
い
う
点
で
は
、
食
糧
確
保
を
め
ぐ
る
ア
ラ
ン
ソ
ン

の
徴
税
管
区
地
方
長
官
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
＝
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
王
国
政

府
中
央
な
ど
へ
の
報
告
史
料
か
ら
ア
ラ
ン
ソ
ン
徴
税
管
区
内
全
体
の

動
き
が
み
え
て
く
る
。
管
区
内
で
は
、
一
七
八
九
年
二
月
九
日
に
最

初
の
食
糧
蜂
起
が
レ
グ
ル
で
確
認
さ
れ
、
次
い
で
二
月
一
八
日
に
ア

ル
ジ
ャ
ン
タ
ン
、
二
月
二
一
日
に
テ
ィ
ベ
ー
ル
︲
ヴ
ィ
ル
（
現
・
ウ
ー

ル
県
）、三
月
一
日
に
エ
ヴ
ル
ー
（
現
・
ウ
ー
ル
県
）、ベ
ル
ネ
イ
（
現
・

ウ
ー
ル
県
）、
ノ
ジ
ャ
ン
︲
ル
︲
ロ
ト
ル
ゥ
（
現
・
ウ
ー
ル
︲
エ
︲

ロ
ワ
ー
ル
県
）、
三
月
は
じ
め
に
フ
ァ
レ
ー
ズ
（
現
・
カ
ル
ヴ
ァ
ド

ス
県
）、
モ
ル
タ
ー
ニ
ュ
、
四
月
二
日
に
ラ
︲
フ
ェ
ル
テ
︲
ヴ
ィ
ダ

ム
（
現
・
ウ
ー
ル
︲
エ
︲
ロ
ワ
ー
ル
県
）、
四
月
四
日
に
ベ
ッ
レ
ー
ム
、

四
月
一
六
～
一
七
日
に
ア
ラ
ン
ソ
ン
、
四
月
一
八
日
に
セ
ー
、
六
月

一
七
日
に
ベ
ッ
レ
ー
ム
で
食
糧
蜂
起
が
発
生
し
て
い
る)₂₈

(

。

　

こ
う
し
た
深
刻
な
食
糧
問
題
に
端
を
発
し
た
蜂
起
の
展
開
と
歩
調

を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
﹁
報
告
﹂
史
料
は
実
に

詳
し
い
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
二
月
二
六
日
の
そ
れ
で
は
、
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当
管
区
は
食
べ
る
の
に
十
分
な
食
糧
を
確
保
で
き
な
い
の
で
隣
接
す

る
管
区
か
ら
補
っ
て
い
る
。
二
月
に
入
り
、
水
に
浸
か
っ
た
穀
物
が

腐
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
大
量
の
し
か
も
突
然
の
降
雨
が
あ
り
、
収

穫
に
対
す
る
不
安
を
人
々
に
投
げ
か
け
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
市
場

に
は
下
層
民
衆
が
集
ま
り
、
買
い
手
が
想
定
す
る
価
格
（
い
わ
ゆ
る

﹁
民
衆
価
格
﹂）
で
小
麦
を
引
き
渡
す
よ
う
耕
作
農
民
に
強
制
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る)₂₉

(

。
三
月
一
日
の
も
の
で
は
、
管
轄
内

の
い
く
つ
か
の
市
場
に
て
穀
物
価
格
に
端
を
発
し
た
騒
擾
の
発
生
を

報
告
し
て
い
て
、
そ
こ
で
は
下
層
民
衆
が
そ
こ
に
穀
物
を
搬
入
し
た

耕
作
農
民
を
脅
迫
し
て
、
勝
手
に
小
麦
価
格
を
決
め
て
い
て
、
こ
れ

に
懲
り
て
穀
物
を
市
場
に
運
ん
で
こ
な
い
な
ら
ば
、
居
住
地
は
わ

か
っ
て
い
る
の
で
出
向
い
て
探
し
出
す
と
脅
迫
し
て
い
る
と
い
う)₃₀

(

。

三
月
八
日
の
﹁
ベ
ル
ネ
イ
付
近
で
発
生
し
た
買
占
め
に
関
す
る
匿
名

の
告
発
﹂
へ
の
返
答
の
中
で
、
貴
族
の
ド
︲
ラ
︲
フ
ォ
ル
テ
ィ
エ
ー

ル
殿
の
家
屋
へ
の
﹁
攻
撃
﹂
に
際
し
、
駆
け
つ
け
た
連
中
は
一
袋

一
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
穀
物
四
〇
袋
を
市
場
価
格
よ
り
高
値
で
没
収

し
よ
う
と
し
た
が
、
小
麦
の
買
占
め
人
と
し
て
逮
捕
さ
せ
る
と
脅
さ

れ
追
い
返
さ
れ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
代
理
人
に
よ
る
調
査
の
結

果
、
こ
の
貴
族
の
言
う
に
は
、
そ
れ
は
作
り
話
で
彼
の
と
こ
ろ
に
は

誰
も
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
大
量

の
蓄
え
（﹁
貴
族
の
陰
謀
﹂）
な
ど
な
か
っ
た
と
言
明
し
て
い
る
と
し

て
、
処
理
さ
れ
て
い
る)₃₁

(

。

　

以
上
の
よ
う
な
諸
状
況
が
複
合
的
に
展
開
し
て
い
る
事
態
を
結
果

と
し
て
ま
と
め
て
報
告
さ
れ
て
い
る
の
が
四
月
一
三
日
の
も
の
で
あ

る
。

　　
︿
史
料
２
﹀

﹁
四
月
一
三
日
付
、
ア
ラ
ン
ソ
ン
に
お
け
る
飢
餓
を
予
防
す
る

手
段
に
つ
い
て
の
ド
︲
ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
イ
ル
閣
下
へ
の
報
告
﹂

　

も
し
、
メ
ー
ヌ
地
方
が
、
取
引
で
購
入
し
た
穀
物
の
搬
出
を
ア

ラ
ン
ソ
ン
市
場
に
運
ば
れ
る
も
の
ま
で
妨
げ
続
け
る
な
ら
ば
、
ア

ラ
ン
ソ
ン
や
他
の
ほ
と
ん
ど
の
土
地
は
馬
や
家
畜
の
飼
料
用
の
牧

草
地
で
あ
る
た
め
、
穀
物
収
穫
が
わ
ず
か
し
か
な
い
周
辺
諸
地
域

で
は
、
す
ぐ
に
飢
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

わ
が
町
へ
の
穀
物
補
給
に
む
け
て
製
粉
業
者
や
パ
ン
製
造
業
者

が
そ
れ
ら
を
入
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、ア
ラ
ン
ソ
ン
か
ら（
南

へ
）
三
な
い
し
四
、さ
ら
に
は
六
リ
ュ
（
一
リ
ュ
は
約
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
離
れ
た
マ
メ
ー
ル
、
ボ
ー
モ
ン
︲
ル
︲
ヴ
ィ
コ
ン
ト
、
フ

レ
ネ
イ
で
あ
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
と
り
わ
け
ボ
ー
モ
ン
の
町
で
は
、

ア
ラ
ン
ソ
ン
の
穀
物
業
者
や
パ
ン
製
造
業
者
が
ボ
ー
モ
ン
下
層
民

衆
の
妨
害
を
受
け
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
市
場
の
取
り
締
ま
り
を
担
っ
て
い
る
メ
ー
ヌ
の
バ
イ
イ
管
区

治
安
監
督
官
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
私
は
、
ボ
ー
モ
ン
住
民
た
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ち
の
軽
率
な
振
る
舞
い
が
、
こ
の
町
の
市
場
に
余
所
者
が
買
い
入

れ
に
や
っ
て
く
る
妨
げ
と
な
り
、
こ
こ
に
供
給
し
て
い
る
自
作
農

民
た
ち
を
も
必
然
的
に
追
い
払
う
こ
と
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

市
場
内
か
ら
の
買
い
手
の
退
去
に
よ
っ
て
取
引
お
よ
び
小
売
の
機

会
さ
え
も
消
え
失
せ
、
農
民
た
ち
が
穀
物
を
持
っ
て
こ
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
日
、
ア
ラ
ン
ソ
ン
の
パ
ン
製
造
業
者
が
、

わ
が
町
の
必
需
品
と
し
て
そ
こ
で
購
入
し
て
き
た
小
麦
粉
を
外
に

運
び
出
す
の
を
、
ボ
ー
モ
ン
の
人
々
が
認
め
よ
う
と
し
な
く
な
っ

た
、
と
私
の
と
こ
ろ
に
文
句
を
言
い
に
来
た
の
で
す
。
し
か
も
、

運
び
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
穀
物
や
小
麦
粉
を
差
し
押
さ
え
る

よ
う
下
層
民
に
許
可
し
、
騎
馬
警
察
隊
に
も
彼
ら
に
手
を
貸
す
よ

う
命
じ
た
治
安
監
督
官
の
命
令
書
を
見
た
と
私
に
伝
え
て
き
た
の

で
あ
り
ま
す
。

　
︹
中
略
︺
私
ど
も
は
、
メ
ー
ヌ
地
方
以
外
で
は
私
ど
も
に
必
要

な
穀
物
を
買
い
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
、も
し
、メ
ー

ヌ
地
方
が
私
ど
も
に
対
す
る
穀
物
供
給
を
中
止
す
れ
ば
、
こ
ち
ら

で
は
パ
ン
を
食
べ
る
の
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
す
。

穀
物
確
保
に
関
し
ま
し
て
私
ど
も
が
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
障

害
に
つ
い
て
ト
ゥ
ー
ル
の
地
方
長
官
殿
が
そ
れ
を
取
り
除
く
よ
う

に
、
閣
下
か
ら
も
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

期
待
し
て
、
閣
下
に
お
知
ら
せ
す
る
次
第
で
す︶
₃₂
︵

。

　　

こ
の
史
料
か
ら
は
、
先
の
陳
情
書
作
成
の
最
終
段
階
に
見
ら
れ

た
ア
ラ
ン
ソ
ン
徴
税
管
区
内
各
地
の
エ
リ
ー
ト
層
の
食
糧
問
題
に
た

い
す
る
沈
黙
と
は
対
照
的
に
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
対
応
し
て
い
た
管
轄

区
内
外
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
深
刻
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く

る
。
一
七
八
七
年
の
穀
物
の
王
国
内
流
通
の
自
由
を
定
め
た
勅
令
以

来
、
ま
た
、
一
七
八
八
年
の
凶
作
も
加
わ
っ
て
、
総
て
の
小
麦
が
輸

出
用
に
回
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
餓
死
の
危
険
が
あ
る
の
で

は
と
想
像
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が︶
₃₃
︵

、
当
徴
税
管
区

で
も
そ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
噂
と
し
て
で
は
な
く
実
際
に
穀
物
不

足
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
住
民

数
の
多
い
都
市
部
で
は
穀
物
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
見
え
て

く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
管
区
に
お
い
て
は
食
糧
問
題
を
め
ぐ
っ
て

﹁
穀
物
買
占
め
の
告
発
﹂﹁
民
衆
価
格
の
提
示
﹂﹁
貴
族
の
陰
謀
﹂﹁
良

き
ポ
リ
ス
﹂
と
い
っ
た
諸
現
象
が
確
認
で
き
る
ほ
ど
、
民
衆
側
と
権

力
側
の
双
方
の
動
揺
ぶ
り
を
露
に
す
る
よ
う
な
現
実
に
至
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
政
治
的
・
経
済
的
状
況
と
無
関
係
に
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
食

糧
蜂
起
を
捉
え
る
こ
と
は
、
一
七
八
九
年
四
月
・
六
月
段
階
の
現
実

を
無
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
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二
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
に
お
け
る
一
七
八
九
年
四
月
の
食
糧
蜂
起  

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
四
月
一
一
日
の
報
告
書
の
な
か
で
、﹁
私
は
穀
物

の
価
格
高
騰
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
懸
念
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
報

告
し
ま
す
。
市
場
も
全
く
安
定
し
て
い
な
い
状
況
で
各
地
で
の
騒
擾

発
生
を
心
配
し
て
い
ま
す
。︹
中
略
︺
収
穫
ま
で
に
は
ま
だ
四
个
月

も
あ
り
ま
す
。
発
生
し
て
い
る
飢
餓
は
、
お
そ
ら
く
致
命
的
な
結
果

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
反
乱
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん︶
₃₄
︵

﹂
と
予
測
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
権
力
の
及
ば
な

い
現
実
の
争
乱
状
況
を
強
く
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
果
た
し
て
彼
の
読
み
ど
お
り
に
事
態
は
推
移
し
た
が
、
彼
が
捉

え
て
い
た
そ
れ
以
前
の
オ
ル
ヌ
県
東
部
の
食
糧
蜂
起
展
開
も
意
識
し

な
が
ら
、
四
月
四
日
に
発
生
し
た
ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
内
の
そ
れ
ら
の

実
態
に
迫
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（1）

四
月
四
日
の
「
食
糧
蜂
起
」
に
つ
い
て
の
最
初
の
情
報

　

ア
ラ
ン
ソ
ン
徴
税
管
区
の
農
村
教
区
陳
情
書
や
都
市
部
の
第
一
次

選
挙
集
会
時
の
陳
情
書
を
み
る
と
、
一
七
八
九
年
の
農
作
物
の
作
況

を
心
配
し
、
食
糧
の
確
保
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
疲
弊
し
き
っ
た
共
同

体
の
先
行
き
を
憂
い
、
そ
の
救
済
を
訴
え
る
も
の
が
少
な
く
な
い︶
₃₅
︵

。

そ
れ
で
な
く
と
も
選
挙
集
会
の
開
催
や
陳
情
書
作
成
の
試
み
が
第
三

身
分
の
多
く
の
民
衆
に
変
革
の
期
待
を
持
た
せ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

が
、
ペ
ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
で
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
報
告
に
よ
れ

ば
陳
情
書
作
成
の
た
め
の
教
区
民
の
召
集
を
前
に
、
騒
擾
の
機
運
が

管
区
内
の
各
市
場
に
表
れ
て
い
た︶
₃₆
︵

と
い
う
。
そ
し
て
、
事
実
、
先
に

ふ
れ
た
よ
う
に
レ
グ
ル
を
皮
切
り
に
管
区
内
東
部
の
各
市
場
に
波
及

し
て
い
た
。

　

さ
て
、﹁
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
食
糧
蜂
起
﹂
と
い
わ
れ
る
こ
の
蜂
起
に

つ
い
て
の
情
報
を
我
々
に
最
初
に
伝
え
て
い
る
の
は
ド
︲
モ
ン
タ
ラ

ン
殿
へ
の
四
月
九
日
付
書
簡
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
報
告
に
お
い
て

で
あ
る︶
₃₇
︵

。 

　
︿
史
料
３
﹀

四
月
最
初
の
木
曜
日
、
市
の
開
設
日
の
ベ
ッ
レ
ー
ム
に
お
け
る

蜂
起 

　

私
は
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
市
場
に
発
生
し
た
騒
擾
に
つ
い
て
知
ら
さ

れ
た
。
当
を
得
な
い
姿
勢
で
、
い
わ
ば
彼
ら
に
味
方
し
た
巡
査
部

長
が
、
私
が
も
っ
と
も
激
し
い
非
難
を
こ
の
者
に
行
な
っ
た
の
に

対
し
て
、
騒
擾
に
つ
い
て
の
自
ら
の
調
書
を
送
り
届
け
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
今
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
旅
団
が
い
る
郡
に
お
い

て
、
巡
査
部
長
が
責
任
を
当
然
負
う
べ
き
な
の
で
、
こ
の
町
に
赴

き
、
そ
こ
で
こ
の
者
を
叱
責
す
る
任
務
を
、
ア
ラ
ン
ソ
ン
憲
兵
隊

中
尉
に
負
わ
せ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
中
尉
は
実
際
そ
こ
に
赴
い
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た
が
、
こ
の
者
を
罰
す
る
た
め
に
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
呼
び
出
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
裁
判
長
官
の
命
令
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
。
中

尉
は
モ
ル
タ
ー
ニ
ュ
を
経
て
戻
っ
て
き
た
が
、
そ
こ
で
、
法
官
と

王
室
検
事
が
、
こ
の
巡
査
部
長
に
対
抗
し
て
申
し
立
て
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
、
正
当
な
苦
情
と
の
判
断
を
し
た
の
を
確
認
し
た
。
彼

ら
は
、
中
尉
が
こ
の
者
に
罰
を
加
え
る
つ
も
り
で
い
た
処
罰
に
満

足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

ベ
ッ
レ
ー
ム
駐
在
の
私
の
代
理
人
、
バ
イ
ヤ
ー
ル
＝

ド
︲
ラ
︲

ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
リ B

ayard de la V
ingtrie 

が
同
様
に
こ
の
騒
擾
の

こ
と
を
私
に
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
彼
は
当
然
受
け
る
べ
き
非
難
を

巡
査
部
長
に
し
つ
つ
慎
重
に
こ
の
騒
擾
を
静
め
た
。︹
後
略
︺

　

こ
の
史
料
は
四
月
四
日
の
﹁
食
糧
蜂
起
﹂
の
動
き
の
核
心
に
つ
い

て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ど
う
や
ら
、
こ
の
史
料
か
ら
す
れ

ば
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
巡
査
部
長
が
こ
の
蜂
起
を
鎮
圧
で
き
な
か
っ
た
こ

と
と
、
ま
た
、
こ
こ
で
の
一
連
の
事
態
に
対
し
て
、
地
方
長
官
代
理

の
Ｂ
＝
ド
︲
ラ
︲
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
リ
が
蜂
起
鎮
圧
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
が
分
る
だ
け
で
、
後
は
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
法
官
が
騒
ぎ

を
許
可
し
た
と
し
て
彼
に
責
任
を
負
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
当
﹁
食
糧

蜂
起
﹂
の
実
態
把
握
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
警
察
当
局
を
信
用
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
彼
の
姿
勢
は
、
四
月
二
日
の

ラ
︲
フ
ェ
ル
テ
︲
ヴ
ィ
ダ
ムla Ferté-V

idam
e

に
発
生
し
た
食
糧

蜂
起
に
つ
い
て
言
及
し
た
四
月
一
四
日
の
記
述
の
中
で
も
示
さ
れ
て

い
る︶
₃₈
︵

。
そ
こ
で
は
、﹁
私
は
、
い
く
つ
か
の
駐
屯
地
、
と
り
わ
け
ベ
ッ

レ
ー
ム
に
お
い
て
憲
兵
隊
が
、
少
な
く
と
も
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
指
揮
に

関
し
て
、
軍
曹
を
ベ
ッ
レ
ー
ム
か
ら
引
き
上
げ
さ
せ
る
べ
く
、
憲
兵

隊
中
尉
に
対
し
て
懇
願
し
て
い
た
民
衆
の
監
督
に
人
々
が
同
意
し
て

い
る
こ
と
に
、
そ
し
て
、
私
は
民
衆
の
決
心
に
よ
っ
て
公
的
意
識
の

な
か
の
熱
意
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
非
常
に
納
得
し
て

い
る
。
ま
た
、
憲
兵
隊
が
こ
の
軍
曹
を
他
の
よ
り
確
か
な
あ
る
人
物

に
代
え
さ
せ
、
よ
り
用
心
深
く
あ
る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
に
違
い
な

い
上
官
の
監
視
の
も
と
ア
ラ
ン
ソ
ン
に
召
還
し
た
こ
と
に
納
得
し
て

い
る
﹂
と
言
っ
て
い
て
、
地
方
長
官
と
し
て
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
姿
勢

と
し
て
、
人
事
を
中
心
と
し
た
治
安
秩
序
維
持
の
方
策
が
見
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、︿
史
料
３
﹀
全
体
の
文
脈
か
ら
は
、
ベ
ッ
レ
ー

ム
も
含
め
﹁
騒
擾
﹂
の
多
発
を
憂
い
て
い
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

（2）

四
月
一
四
日
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
報
告
か
ら

　

四
月
四
日
の
動
き
が
﹁
食
糧
蜂
起
﹂
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
の
は
、
蜂
起
発
生
か
ら
一
〇
日
経
っ
た
日
付
の
報
告
書
で
あ
る︶
₃₉
︵

。
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︿
史
料
４
﹀

ベ
ッ
レ
ー
ム
の
﹁
騒
擾
﹂
の
結
果
に
つ
い
て
の
ム
ー
ト
ゥ
ロ
ン

氏
宛
て
の
ア
ラ
ン
ソ
ン
地
方
長
官
報
告

　

ド
︲
ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
イ
ル
氏
に
は
、
報
告
し
て
お
い
た
こ
と
と
同

様
に
、
四
月
一
三
日
に
貴
方
が
私
に
そ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
よ
う
願
っ
た
よ
う
に
、
憲
兵
隊
中
隊
長
の
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
殿
が

穀
物
価
格
を
め
ぐ
っ
て
騒
擾
が
起
こ
っ
た
私
の
管
区
内
の
い
く
つ

か
の
町
に
赴
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ベ
ッ
レ
ー
ム
に

お
い
て
鎮
圧
す
る
よ
う
こ
の
中
隊
長
に
任
務
を
負
わ
せ
た
の
は
私

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
町
の
巡
査
部
長
が
混
乱
を
然
る
べ

く
収
め
る
ど
こ
ろ
か
、穀
物
が
足
り
な
い
の
で
は
と
の
不
安
か
ら
、

ま
た
、
そ
の
よ
う
に
装
っ
た
民
衆
の
騒
擾
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
こ

と
を
個
人
的
に
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

私
は
、
こ
の
部
長
が
た
と
え
自
分
の
務
め
を
う
ま
く
や
れ
な

か
っ
た
に
し
て
も
、
こ
の
者
が
受
け
る
懲
戒
や
左
遷
の
脅
迫
感
が

こ
の
者
を
立
ち
直
せ
る
の
で
は
と
期
待
し
た
。
し
か
し
、
今
日
、

ま
じ
め
に
自
分
の
仕
事
を
よ
く
す
る
こ
の
者
が
、
市
場
の
あ
ら
ゆ

る
穀
物
の
持
ち
出
し
を
邪
魔
す
る
よ
う
民
衆
を
駆
り
立
て
続
け
た

と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
こ
の
部
長
を
ア
ラ
ン
ソ
ン
に
出
頭

さ
せ
、
も
っ
と
聞
き
分
け
の
よ
い
、
か
つ
、
然
る
べ
く
命
ず
る
こ

と
の
で
き
そ
う
な
他
の
者
に
交
代
さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。

　

し
か
し
、
自
分
の
や
り
方
で
民
衆
を
助
け
た
が
ゆ
え
に
、
今
で

も
彼
ら
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
こ
の
者
が
、
彼
と
交
代
に
ベ
ッ
レ
ー

ム
に
赴
任
す
る
者
に
対
し
て
妨
害
す
る
の
を
予
防
す
べ
く
、私
は
、

ア
ラ
ン
ソ
ン
に
出
頭
す
べ
き
と
の
命
令
と
理
由
を
こ
の
者
に
は
全

く
伝
え
て
い
ま
せ
ん
。︹
中
略
︺

　

私
は
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
警
察
を
補
佐
す
べ
く
さ
ら
に
派
遣
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
メ
ッ
ルM

êle 

の
警
察
の
助
け
に
期
待
し
て
い

る
。
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
木
曜
市
は
非
常
に
静
か
に
な
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
貴
方
に
謹
ん
で
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う

に
、
時
間
的
な
不
便
さ
に
は
十
分
備
え
て
は
い
ま
す
が
、
王
国
政

府
が
外
国
か
ら
穀
物
を
搬
入
す
る
方
法
を
探
さ
な
い
限
り
、
先
行

き
に
責
任
が
も
て
ま
せ
ん
。
そ
の
支
出
は
非
常
に
多
額
に
な
り
ま

す
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
避
け
ら
れ
な
い
出
費
で
す
。

　

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
ア
ラ
ン
ソ
ン
徴
税
管
区
内
の
ベ
ッ
レ
ー
ム

な
ど
の
い
く
つ
か
の
町
に
お
い
て
、
穀
物
価
格
を
め
ぐ
っ
て
住
民
が

蜂
起
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
に
﹁
こ
の
町
の
警
察

部
長
が
混
乱
を
然
る
べ
く
収
め
る
ど
こ
ろ
か
、
穀
物
が
足
り
な
い
の

で
は
と
の
不
安
か
ら
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
装
っ
た
民
衆
の
騒
擾
を

そ
の
ま
ま
に
し
た
﹂
と
い
う
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
さ
ら
に
、
こ
の

部
長
は
民
衆
が
ベ
ッ
レ
ー
ム
市
場
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
穀
物
の
持
ち
出

し
を
邪
魔
す
る
よ
う
駆
り
立
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
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発
生
し
た
の
は
、
町
の
中
心
の
広
場
で
開
設
さ
れ
る
木
曜
市
の

場
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は

ベ
ッ
レ
ー
ム
郡
内
外
の
農
村
教
区
の
農
山
村
民
も
多
様
な
農
産
物
や

手
工
業
品
を
持
っ
て
売
り
に
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
日
、
市
が

立
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
人
々
全
員
が
こ
の
蜂
起
に
参
加
し
た
の
か
ど

う
か
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
町
の
警
察
部
長
が
民

衆
を
駆
り
立
て
続
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
集
ま
っ
て

い
た
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
加
わ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
聖

職
者
、
貴
族
、
そ
れ
に
富
裕
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
も
こ
れ
に
参
加
す
る
と

い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
静
観
を
決
め
込
ん
だ
に
違
い
な

い
。
町
の
名
望
家
層
と
警
察
部
長
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
の
は
常
識

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
、
彼
は
民
衆
か
ら
愛
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
も
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
も
︿
史
料
２
﹀
で
見

通
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
蜂
起
は
町
ぐ
る
み
の
側
面
を
も
っ
た
食

糧
蜂
起
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
当
蜂
起
は
こ
れ
だ
け
で
な
い
側
面
を
持
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
気
付
か
ざ
る
を
得
な
い
。そ
れ
は
、四
月
四
日
が
ペ
ル
シ
ュ

︲
バ
イ
イ
管
区
の
上
級
選
挙
集
会
の
最
中
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
先
に
も
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
こ
の
日
も
身
分
別
の
会
議
が
開
催

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
木
曜
市
に
は
町
の
住
民
ば
か
り
か
周

辺
の
農
村
教
区
農
民
が
集
ま
っ
て
い
た
。
第
三
身
分
の
各
小
郡
か
ら

の
代
表
者
九
六
名
も
滞
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
蜂
起
が
発
生
し
た
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
一
定
の
政
治
的
狙
い
が
こ
の
蜂
起
に
は
感
じ

取
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
が
故

意
か
偶
然
か
が
問
題
に
な
ろ
う
。

　

こ
れ
が
意
図
的
側
面
を
も
つ
蜂
起
で
あ
る
こ
と
を
匂
わ
せ
て
く
れ

る
の
が
、﹁
ペ
ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
の
第
三
身
分
陳
情
書
﹂
で
あ
る
。

気
に
な
る
の
は
、
先
に
引
用
し
た
︿
史
料
１
﹀
の
前
文
で
あ
る
。
こ

の
陳
情
書
は
最
終
陳
情
書)₄₀

(

で
あ
る
の
だ
が
、
珍
し
く
も
長
文
の
前
文

を
付
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ

の
部
分
で
は
ペ
ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
全
体
の
森
林
の
多
さ
と
不
毛

な
地
質
と
い
っ
た
地
理
的
特
徴
と
、
そ
れ
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い

る
農
業
や
手
工
業
の
厳
し
い
現
実
が
切
々
と
訴
え
ら
れ
、
そ
の
補
償

ま
で
謳
わ
れ
て
、
結
果
と
し
て
税
負
担
能
力
に
限
界
の
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
最
終
陳
情
書
の
書
き
方
と
し
て
は
特
殊
な
例
の

一
つ
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
起
草
者
の
フ
ル
ミ
の
当
陳
情
書
草
案
に

は
無
か
っ
た
文
章
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
七
日
に
取
り
決
め

ら
れ
る
ま
で
の
議
論
の
成
果
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
当
時
の
陳
情
書
作
成
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
が
農

村
教
区
に
お
い
て
形
式
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
級
選
挙
集
会
を
経
て
集
め
ら
れ
た
各
陳
情

書
は
機
械
的
に
最
大
公
約
数
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。

と
り
わ
け
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
や
ノ
ジ
ャ
ン
の
小
郡
の
農
山
村
教
区
民
に
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と
っ
て
、
第
三
身
分
の
最
終
陳
情
書
が
ど
う
ま
と
め
ら
れ
る
の
か
、

彼
ら
の
生
活
不
安
の
実
態
と
そ
の
解
決
を
求
め
た
要
求
が
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
る
の
か
に
最
大
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
と
み
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
凝
縮
さ
れ
た
彼
ら
の
思
い
が
四
月
四

日
の
食
糧
蜂
起
に
加
味
さ
れ
、
そ
の
無
言
の
叫
び
が
最
終
陳
情
書
に

最
終
修
正
を
も
た
ら
し
た
と
結
論
付
け
た
い
。
従
っ
て
、
四
月
の
こ

の
蜂
起
は
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
町
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
小

郡
の
全
住
民
の
蜂
起
で
あ
っ
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
全
国
三
部
会
後
の
ベ
ッ
レ
ー
ム
に
お
け
る
食
糧
蜂
起

　

大
い
に
期
待
さ
れ
開
始
さ
れ
た
全
国
三
部
会
の
議
論
の
推
移
は
、

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
パ
リ
及
び
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
の
革

命
の
進
展
と
は
別
に
、
王
国
内
各
地
の
農
村
教
区
民
衆
の
思
い
を
こ

と
ご
と
く
裏
切
る
も
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
か
ら
六

月
一
七
日
ま
で
の
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
政
治
的
・
経
済
的
動
向
を
可
能
な

限
り
追
い
か
け
な
が
ら
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
町
に
お
け
る
六
月
の
食
糧

蜂
起
の
実
態
把
握
と
、
そ
の
民
衆
蜂
起
論
の
視
点
か
ら
の
分
析
を
試

み
た
い
。

（1）

六
月
一
七
日
～
一
八
日
の
食
糧
蜂
起

　

先
の
四
月
の
蜂
起
以
降
も
、
食
糧
蜂
起
発
生
の
要
因
で
も
あ
る
穀

物
の
価
格
高
騰
は
継
続
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、

四
月
一
二
日
付
け
の
手
紙
に
お
い
て
穀
物
の
価
格
高
騰
の
現
状
を
掌

握
し
て
、
各
地
で
の
騒
擾
発
生
を
心
配
し
て
い
た)₄₁

(

。
こ
の
彼
の
地
方

長
官
と
し
て
の
現
状
認
識
は
正
確
で
、
数
ヵ
月
後
の
革
命
情
勢
の
大

き
な
う
ね
り
を
予
測
し
た
わ
け
だ
が
、
同
時
に
、
食
糧
蜂
起
の
発
生

を
懸
念
し
て
い
る
。
実
際
に
、
四
月
一
六
～
一
七
日
に
は
ア
ラ
ン
ソ

ン)₄₂

(

で
、
四
月
一
八
日
に
は
セ
ー Sées

で
勃
発
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
は
全
国
三
部
会
開
催
が
あ
る
な
ど
オ
ル
ヌ
県
全

体
は
食
糧
蜂
起
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
具
体
的
な
民
衆
蜂
起
の
発

生
も
確
認
さ
れ
ず
表
面
上
は
小
康
状
態
を
保
っ
た
ま
ま
推
移
し
て
い

る
。
現
時
点
で
は
、
六
月
中
旬
ま
で
の
政
治
的
動
向
は
見
え
て
こ
な

い
。
唯
一
、
は
っ
き
り
し
た
形
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
穀
物
価

格
の
変
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
ベ
ッ
レ
ー
ム
市
場
の
も
の
で
は
な
く
ア

ラ
ン
ソ
ン
市
場
の
穀
物
価
格
の
変
化
を
記
録
し
た
史
料)₄₃

(

で
あ
る
。
先

に
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
地
方
長
官
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
ア
ラ
ン
ソ
ン

徴
税
管
区
全
体
の
穀
物
価
格
の
あ
り
よ
う
を
問
題
に
し
て
い
た
こ
と

か
ら
し
て
、
両
市
場
の
穀
物
価
格
の
際
立
っ
た
差
は
想
定
で
き
ず
、

ア
ラ
ン
ソ
ン
市
場
の
動
向
を
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
そ
れ
と
捉
え
て
も
そ
れ

ほ
ど
の
違
い
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
六
月
の
市
場
価
格
は
小
麦
（5 l. 14 s. 6,5 d.

）、

ラ
イ
麦  
（4 l. 6 s. 3 d.

）、
大
麦
（3 l. 15 s. 8 d.

）
と
、
と
も
に
前

年
同
月
比
で
約
二
倍
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
飼
料
用
の
燕
麦
で
も
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一
・
五
倍
の
上
昇
が
確
認
で
き
る
。
全
国
三
部
会
開
始
以
降
、
ど
の

よ
う
な
改
革
案
が
提
示
さ
れ
る
の
か
期
待
す
る
む
き
も
あ
り
、
期
待

と
不
安
の
入
り
混
じ
っ
た
感
情
の
中
で
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
現
実

に
穀
物
確
保
の
困
難
さ
は
四
月
の
食
糧
蜂
起
時
よ
り
深
ま
る
傾
向
に

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
同
年
二
度
目
の
食
糧
蜂
起
が
発
生
し
た
。

ジ
ュ
リ
ア
ン
の
六
月
二
五
日
付
報
告)₄₄

(

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
︿
史
料
５
﹀　

ベ
ッ
レ
ー
ム
に
お
け
る
騒
擾

　

一
七
八
九
年
六
月
二
五
日
の
知
ら
せ
に
よ
れ
ば
、
斧
、
長
柄
の

鎌
で
武
装
し
た
三
～
四
〇
〇
人
の
樵
に
支
援
さ
れ
た
ベ
ッ
レ
ー
ム

の
町
の
民
衆
が
、
同
月
一
七
日
と
一
八
日
に
蜂
起
し
、
モ
ル
タ
ー

ニ
ュ
の
町
へ
運
び
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
穀
物
を
積
ん
だ

数
台
の
荷
馬
車
を
停
止
さ
せ
、
御
者
に
対
し
て
そ
れ
ら
を
降
ろ
し

売
却
す
る
よ
う
強
制
し
、
か
つ
、
市
場
取
締
り
関
係
者
に
は
市
場

価
格
以
下
の
公
定
価
格
を
定
め
る
よ
う
強
制
し
た
と
い
う
。︹
中

略
︺

　

騒
乱
が
発
生
し
た
日
、
黄
色
い
軍
服
を
着
て
サ
ー
ベ
ル
で
武
装

し
た
ブ
ラ
ン
デ B

landé 

卿
と
フ
ォ
ン
ト
ゥ
ネ
イ Fontenay 

殿
の

召
使
が
馬
に
乗
っ
て
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
森
の
周
辺
に
い
た
斧
で
武

装
し
た
樵
た
ち
の
大
き
な
集
ま
り
の
と
こ
ろ
に
話
に
出
向
く
の
が

目
撃
さ
れ
た
。
同
時
に
、
ブ
ラ
ン
デ
卿
な
る
者
は
こ
れ
ら
の
人
び

と
に
、
ま
だ
動
く
時
で
は
な
く
決
起
し
な
い
よ
う
に
と
話
し
て
い

る
の
が
聞
こ
え
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
モ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
町
の
助
役
で
あ
っ
た
シ
ャ
ル
テ
ィ
エ

卿
へ
の
証
言
に
あ
る
、
ブ
ラ
ン
デ
卿
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
二
通

の
通
行
証
が
彼
の
手
で
調
べ
ら
れ
た
。
そ
の
一
通
は
、
モ
ル
タ
ー

ニ
ュ
の
町
在
住
で
、
肉
屋
で
運
送
業
者
の
パ
リ Paris 

な
る
者
に

与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
者
は
、
そ
こ
で
野
菜
を
積
ん
だ
二
台

の
荷
馬
車
を
御
し
て
い
た
。
こ
の
通
行
証
は
、
こ
の
森
を
通
過
す

る
と
き
に
、
前
述
の
樵
た
ち
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
、
ま
た
、
そ
こ

を
通
る
総
て
の
荷
馬
車
が
止
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
発
給
さ
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
ポ
ン
ト
ニ
エ
な
る
者
は
、
こ
の
者
と
同
様
に
ベ
ッ

レ
ー
ム
の
市
を
管
理
し
、
自
ら
も
商
い
を
し
て
い
た
ラ
ン
ジ
ュ
な

る
者
に
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

ま
た
、
当
食
糧
蜂
起
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
六
月
二
〇

日
付
の
書
簡︶
₄₅
︵

に
や
や
詳
し
く
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
︿
史
料
６
﹀　

ベ
ッ
レ
ー
ム
の
お
け
る
騒
擾
の
継
続

　

ベ
ッ
レ
ー
ム
で
木
曜
日
、
開
設
さ
れ
て
い
た
市
場
で
購
入
さ
れ

た
穀
物
の
モ
ル
タ
ー
ニ
ュ
へ
の
搬
送
に
反
対
す
べ
く
、
同
じ
よ
う
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な
騒
動
が
さ
ら
に
ま
た
発
生
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
日
（
六
月

一
八
日
）、
森
林
の
樵
や
鍛
冶
場
の
職
人
が
、
穀
物
の
搬
送
に
す

ぐ
さ
ま
抵
抗
す
る
の
が
義
務
だ
と
信
じ
て
市
場
に
行
く
と
告
げ
て

い
た
こ
と
を
、
私
の
代
理
人
が
認
め
て
い
た
。
ベ
ッ
レ
ー
ム
に
は

猟
歩
兵
か
ら
な
る
分
遣
隊
し
か
い
な
か
っ
た
の
で
、彼
は
、ノ
ジ
ャ

ン
の
二
六
名
を
指
揮
す
る
隊
長
に
ベ
ッ
レ
ー
ム
に
彼
ら
を
連
れ
て

く
る
よ
う
要
請
し
、
同
様
に
、
モ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
一
四
名
を
指
揮

す
る
隊
長
に
は
、兵
と
と
も
に
ベ
ッ
レ
ー
ム
に
赴
く
よ
う
求
め
た
。

　

こ
の
と
き
、
五
〇
名
か
ら
な
る
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
本
隊
は
必
ず
威

嚇
で
き
る
と
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
は
斧
で
武

装
し
て
騒
擾
の
主
力
勢
力
に
な
っ
た
森
林
や
鍛
冶
場
の
二
〇
〇
～

三
〇
〇
人
の
人
々
の
他
に
、
こ
の
町
の
三
人
の
参
加
で
さ
ら
に
大

胆
に
な
っ
た
民
衆
を
前
に
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
三

人
と
は
、
数
年
間
兵
役
に
も
就
い
た
こ
と
の
あ
る
貴
族
の
フ
ォ
ン

ト
ゥ
ネ
ー Fontenay 

殿
と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
も
か
か
わ
ら
ず
兵

役
に
就
い
た
こ
と
の
あ
る
ブ
ラ
ン
デ B

landé 

殿
、
そ
し
て
、
弁

護
士
の
デ
ュ
ボ
ワ D
ubois 

殿
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
人
の
う
ち
前

者
二
人
は
、古
い
軍
服
と
斜
め
に
か
け
た
サ
ー
ベ
ル
を
身
に
つ
け
、

民
衆
を
静
め
る
た
め
に
行
く
ど
こ
ろ
か
、
モ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
た
め

に
購
入
さ
れ
た
穀
物
の
搬
出
を
逆
に
阻
止
す
る
よ
う
仕
向
け
た
。

と
い
う
わ
け
で
、
本
隊
五
〇
名
の
隊
長
は
、
森
林
の
人
々
に
支
持

さ
れ
た
連
中
に
抵
抗
す
る
に
は
不
十
分
と
思
い
、
町
の
役
人
と
協

力
し
て
、
荷
馬
車
を
引
き
と
め
、
民
衆
が
望
ん
だ
穀
物
の
公
定
価

格
を
定
め
る
こ
と
を
容
認
し
た
。︹
後
略
︺

　

以
上
の
二
つ
の
史
料
は
、
先
の
四
月
の
蜂
起
の
時
と
同
じ
よ
う
に

市
場
で
購
入
さ
れ
た
穀
物
が
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
か
ら
他
所
へ
搬
出
さ
れ

る
の
を
阻
止
す
る
と
い
う
も
の
で
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
森
周
辺
の
樵
や

鍛
冶
職
人
な
ど
の
加
勢
の
下
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
民
衆
に
よ
っ
て
行
使

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
正
確
に
伝
え
て
い
て
、
食
糧
蜂
起
の
特
徴
を
よ

く
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
の
地
方
長
官
、
ジ
ュ
リ
ア

ン
の
姿
勢
は
先
の
と
き
と
は
違
っ
て
、
為
す
す
べ
無
し
と
の
思
い
が

に
じ
み
出
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
黄
色
い
軍
服
を
着
た
町
の
有
力

者
が
蜂
起
衆
の
先
頭
に
立
つ
な
ど
、
当
蜂
起
が
町
ぐ
る
み
の
取
組
み

で
あ
る
と
い
う
側
面
ま
で
持
ち
始
め
て
い
る
。

（2）

六
月
蜂
起
の
諸
側
面

　

で
は
、
こ
の
食
糧
蜂
起
を
民
衆
蜂
起
論
の
視
点
か
ら
み
る
と
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
分
析
で
ま
ず
注
目
す
べ

き
な
の
が
ア
ラ
ン
＝
コ
ル
バ
ン
の
木
靴
職
人
ピ
ナ
ゴ
に
つ
い
て
の
研

究︶
₄₆
︵

で
あ
る
。
こ
の
研
究
か
ら
、
蜂
起
発
生
時
の
ベ
ッ
レ
ー
ム
お
よ
び

ベ
ッ
レ
ー
ム
の
森
周
辺
の
政
治
的
・
経
済
的
背
景
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
Ａ
＝
コ
ル
バ
ン
は
ベ
ッ

レ
ー
ム
地
域
で
の
食
糧
に
か
か
わ
る
騒
擾
が
自
律
し
た
農
村
社
会
の
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典
型
的
な
動
き
、
つ
ま
り
、
共
同
体
の
長
い
異
議
申
し
立
て
の
伝

統
の
影
響
力
の
下
に
あ
り
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
こ
れ
ら
の
蜂
起
し
た

人
々
が
積
年
の
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
次
い
で
、
こ
れ
ら
の
動
き
が
ア
ン
シ
ャ
ン
︲
レ
ジ
ー
ム

の
集
会
の
流
れ
の
中
に
あ
る
農
村
の
民
主
主
義
を
確
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
、
全
国
三
部
会
に
向
け
て
の
最
初
の
第
一
次
選
挙
集
会
に
つ

な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る︶
₄₇
︵

。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
貧

困
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
六
月
の
食
糧
蜂
起
も
こ
の
流
れ
の
中
で
捉
え
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。
第
一
に
、
当
蜂
起
が
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
町
の
住
民
だ
け
の

も
の
で
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
史
料
か
ら
教
区
名
は
判
明
し

な
い
が
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
に
あ
る
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
森
近
く
の
農
村

教
区
住
民
（
樵
、
木
靴
職
人
、
鍛
冶
職
人
、
炭
焼
き
人
な
ど
﹁
森

林
労
働
者
﹂）
が
、
最
大
で
四
〇
〇
人
規
模
で
参
加
し
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
先
に
見
た
ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
の
人
口
構
成
か
ら
し

て
も
、
こ
の
数
は
重
い
。
こ
の
参
加
者
数
は
例
え
ば
ベ
ッ
レ
ー
ム
の

町
の
八
五
一
戸
を
除
く
総
戸
数
一
八
五
七
戸
の
二
割
を
超
え
る
か
ら

で
あ
る︶
₄₈
︵

。
第
二
に
は
、
こ
の
蜂
起
が
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
町
の
三
人
の
有

力
者
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
貴
族
身
分
の
フ
ォ
ン

ト
ゥ
ネ
ー
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
ブ
ラ
ン
デ
、
弁
護
士
の
デ
ュ
ボ
ワ
で
あ

る
が
、
彼
ら
の
登
場
に
よ
っ
て
蜂
起
衆
の
意
気
も
高
ま
り
勢
い
づ
い

た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
彼
ら
が
蜂
起
衆
に
穀
物
の
搬
出
を

阻
止
さ
せ
る
よ
う
仕
向
け
て
い
る
光
景
は
こ
の
蜂
起
の
正
当
性
を
象

徴
的
に
示
し
て
い
る
。
第
三
に
は
、
五
〇
名
の
猟
歩
兵
か
ら
な
る
分

遣
隊
本
隊
が
、
隊
長
の
判
断
で
鎮
圧
を
避
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

の
状
況
は
先
の
四
月
の
と
き
と
同
じ
で
あ
る
。
合
法
性
を
帯
び
始
め

た
蜂
起
衆
の
行
動
を
制
止
で
き
な
く
な
り
、
挙
句
の
果
て
に
は
容
認

し
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
は
、﹁
共
同
体
の
長
い
異
議
申
し

立
て
の
伝
統
﹂の
力
に
権
力
が
屈
し
た
場
面
と
い
え
る
。
第
四
に
は
、

阻
止
さ
れ
た
荷
馬
車
に
積
ま
れ
て
い
た
穀
物
を
町
当
局
の
市
場
取
締

り
役
人
が
、
民
衆
の
望
ん
だ
市
場
価
格
以
下
の
公
定
価
格
に
す
る
よ

う
強
制
し
、
販
売
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
当
局
の
積
極
的
な
介

入
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
﹁
民
衆
価
格
﹂
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
こ
の

史
料
は
は
っ
き
り
と
証
明
し
て
い
る
。
第
五
に
は
、
木
曜
市
の
場
に

お
い
て
こ
こ
に
様
々
な
農
産
物
や
手
工
業
製
品
を
運
び
い
れ
て
い
た

ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
の
農
山
村
民
と
ベ
ッ
レ
ー
ム
住
民
が
一
致
し
て
蜂

起
行
動
の
主
役
に
な
り
、
食
糧
の
廉
価
で
の
購
入
を
求
め
て
い
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
選
挙
集
会
時
に
作
成
さ
れ
た
陳

情
書
に
お
い
て
多
く
の
人
び
と
が
王
国
政
府
に
求
め
て
い
た
、
も
っ

と
も
切
実
な
要
求
の
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
思
い
は
ペ

ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
第
三
身
分
最
終
陳
情
書
の
前
文
に
特
別
に
書

き
込
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
も
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る︶
₄₉
︵

。

　

こ
の
よ
う
に
捉
え
て
み
る
と
、
六
月
蜂
起
は
先
の
陳
情
書
に
お
い

て
謳
い
あ
げ
ら
れ
て
い
た
生
活
改
善
要
求
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
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ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
住
民
全
体
の
実
力
行
使
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
も
結

論
付
け
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
四
月
と
六
月
の
分
析
結
果
を
最
後
に
整
理
す
る
こ
と
に
し

よ
う
。
第
一
に
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
四
月
の
食
糧
蜂
起
は
、
地
方
長
官

ジ
ュ
リ
ア
ン
が
管
内
の
動
き
を
的
確
に
掌
握
し
報
告
し
て
い
た
史
料

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
徴
税
管
区
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
る

食
糧
蜂
起
情
勢
の
高
ま
り
の
中
で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
勃
発
し
た
。

し
か
も
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
で
は
ペ
ル
シ
ュ
︲
バ
イ
イ
管
区
の
上
級
選
挙

集
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
上
級
選
挙

集
会
の
政
治
的
動
向
や
最
終
陳
情
書
の
作
成
内
容
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
蜂
起
衆
の
行
動
は
単
に
食
糧
を
め

ぐ
る
問
題
に
限
定
で
き
な
い
政
治
的
な
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
。
つ

ま
り
、
農
村
教
区
の
農
山
村
民
と
ベ
ッ
レ
ー
ム
の
町
の
住
民
に
よ
る

第
三
身
分
有
力
者
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の
側
面
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
蜂
起
は
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
そ
れ
と
同
様
に
、
穀
物
不

足
の
深
刻
化
や
穀
物
価
格
の
上
昇
の
中
で
、
ア
ラ
ン
ソ
ン
と
同
様
、

穀
物
価
格
が
前
年
の
同
月
比
で
約
二
倍
に
な
っ
た
と
い
う
状
況
の
下

で
始
ま
っ
て
い
る
。
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
穀
物
価
格
は
高
値

水
準
を
維
持
し
続
け
て
い
た
。
六
月
は
全
国
三
部
会
で
の
あ
ら
ゆ
る

議
論
が
開
始
さ
れ
て
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肝
心
の
穀
物
価

格
を
下
げ
る
努
力
が
さ
れ
て
い
な
い
と
の
思
い
が
蔓
延
し
始
め
て
い

る
と
き
で
も
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
蜂
起
衆
の
行
動
様
式
の
面
で
は
、
警
察
な
ど
公
権
力
の

面
前
で
の
合
法
的
行
動
、
穀
物
﹁
購
入
＝
取
得
﹂
に
際
し
て
の
﹁
民

衆
価
格
﹂
の
提
示
、
町
の
有
力
者
の
登
場
に
よ
っ
て
町
当
局
さ
え
も

が
こ
れ
に
加
担
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
読
み
と
れ
る
。
こ
の
事
実

は
当
蜂
起
も
伝
統
的
な
民
衆
蜂
起
の
流
儀
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が

史
料
か
ら
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
行
動
を
と
り
な
が

ら
警
察
権
力
を
も
巻
き
込
み
（﹁
良
き
ポ
リ
ス
﹂）
合
法
的
異
議
申
し

立
て
を
行
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
蜂
起
は
、
陳
情
書
作
成
に

も
係
わ
り
国
王
に
対
す
る
感
謝
を
表
明
し
、
か
つ
日
常
生
活
の
改
善

を
期
待
し
た
第
三
身
分
民
衆
の
、
穀
物
価
格
も
統
制
で
き
ず
穀
物
を

安
定
供
給
で
き
な
い
王
国
政
府
に
対
す
る
抗
議
行
動
で
あ
っ
た
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
、
食
糧
問
題
は
都
市
部
だ

け
の
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
、
食
糧
蜂
起
も
市
場
内
の
穀
物
商
人
だ

け
が
問
題
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
蜂
起
衆
が
都
市
住
民

だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
重
視
す
べ

き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
で
批
判
さ
れ
怒
り
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
、
最
終
的
に
は
第
三
身
分
民
衆
の
立
場
や
生
活
擁
護
の
要
求
さ
え

も
代
弁
で
き
な
い
第
三
身
分
の
代
表
者
や
地
方
権
力
の
責
任
者
に
対
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す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
が
貴
族
身

分
な
ど
の
﹁
特
権
身
分
﹂
の
連
中
と
同
列
に
置
か
れ
て
い
て
、
そ
う

し
た
特
権
に
胡
坐
を
か
い
て
い
る
者
こ
そ
が
許
せ
な
か
っ
た
と
の
思

い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
特
権
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
を
支
え
隠

然
と
居
直
り
続
け
さ
せ
て
い
る
領
主
制
シ
ス
テ
ム
や
不
平
等
な
課
税

の
在
り
方
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
第
一
次
選
挙
集
会
時
の
陳
情
書

は
こ
の
部
分
を
冷
静
に
見
抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
以
上
の
分
析
や
ま
と
め
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
と
り

わ
け
農
村
教
区
陳
情
書
は
不
作
に
基
づ
く
食
糧
不
足
・
不
安
を
抱
え
、

そ
の
解
決
を
王
国
政
府
に
求
め
る
内
容
の
要
求
を
掲
げ
て
い
て
、
全

国
三
部
会
で
の
そ
れ
ら
の
解
決
を
期
待
し
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。発
生
時
期
は
四
月
と
六
月
で
あ
っ
た
が
、ベ
ッ

レ
ー
ム
の
場
合
、
町
住
民
と
周
辺
の
農
山
村
民
が
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
民
衆
蜂
起
と
い
う
点
で
は
、
オ
ル
ヌ
県
内
に
七
月
末
に
発

生
す
る
ボ
カ
ー
ジ
ュ
地
域
の
蜂
起
も
同
じ
歴
史
的
性
格
を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
い
。
史
料
上
に
は
確
認
で
き
な
い
が
封
建
的

な
制
度
や
差
別
的
関
係
全
体
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
の
解
決
を
王
国

政
府
に
求
め
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
ベ
ッ
レ
ー
ム

の
蜂
起
衆
形
成
の
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

注（１
）
近
江
吉
明
﹁
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
以
前
の
ジ
ャ
ク
リ
ー―

ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
、
オ
ル
ヌ
県
の
動
向―

﹂（﹃
専
修
人
文
論
集
﹄
第
七
〇
号
、

二
〇
〇
二
年
三
月
）; 

同
﹁
陳
情
書
に
み
ら
れ
る
農
民
的
要
求
の
特

徴―

バ
ス
︲
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
、
オ
ル
ヌ
県
の
場
合―

﹂（﹃
専
修
大

学
人
文
科
学
年
報
﹄
第
三
四
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）; 

同
﹁
グ
ラ

ン
ド
・
プ
ー
ル
期
の
ジ
ャ
ク
リ
ー―

バ
ス
︲
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
、
オ

ル
ヌ
県
の
場
合―

﹂（﹃
専
修
人
文
論
集
﹄
第
七
七
号
、
二
〇
〇
五
年

一
〇
月
）; 

同
﹁
陳
情
書
に
み
ら
れ
る
農
民
的
要
求
の
特
徴
に
つ
い
て
﹂

（﹃
専
修
史
学
﹄
第
四
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）; 

同
﹁
陳
情
書
に

み
ら
れ
る
農
民
的
要
求
の
特
徴
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）﹂（﹃
専
修
史
学
﹄

第
四
一
号
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）; 

同
﹁
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
ジ
ャ

ク
リ
ー
﹂（﹃
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
・
歴
史
学
研

究
セ
ン
タ
ー
年
報
﹄
第
四
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）; 

同
﹁
民
衆
蜂
起

に
お
け
る
蜂
起
指
導
層
と
蜂
起
衆―

フ
ラ
ン
ス
革
命
初
期
の
オ
ル
ヌ

県
の
場
合―

﹂（﹃
専
修
史
学
﹄第
四
六
号
、二
〇
〇
九
年
三
月
）; 

同﹁
フ

ラ
ン
ス
革
命
初
期
に
お
け
る
ジ
ャ
ク
リ
ー
と
暴
力―

オ
ル
ヌ
県
の
場

合―

﹂（﹃
専
修
史
学
﹄
第
四
八
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）。

（
２
）G

eorges Lefèbvre,  La G
rande peur de 1789, suivi de les 

foules révolutionaries, Paris, 1932, rééd., 1988. p. 248.

（
３
）A

natoli A
do, P

aysans en R
évolution: terre, pouvoir et 

jacquerie 1789-1794, Paris, 1996 （ en russe 1987 

）, p. 107.
（
４
）T

im
oth

y T
ack

ett, «L
a G

ran
d

e peu
r et le com

plot 
aristocratique sous la R

évolution française», A
n

n
ales 

H
istoriques de la R

évolution française, n. 335, 2004, p. 12.

（
５
）
近
江
﹁
ア
ラ
ン
ソ
ン
に
お
け
る
一
七
八
九
年
の
食
糧
蜂
起
﹂（﹃
専

修
史
学
﹄
第
四
四
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。
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（
６
）
最
も
多
く
の
情
報
を
残
し
て
い
る
食
糧
蜂
起
と
し
て
は
、
ア
ラ
ン

ソ
ン
の
一
七
八
九
年
四
月
一
六
・
一
七
日
の
そ
れ
が
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
の
分
析
は
終
了
し
て
い
る
（
近
江
、
同
右
）。

（
７
）K

arine D
ulong, «C

itadins et paysans en colère en 1789: ém
eutes 

frum
entaires et révoltes antiseigeuriales dans la généralite 

d'A
lençon», Le Pay B

as-N
orm

and, n. 216, 1994; A
dhém

ard 
Leclère, La R

évolution à A
lençon, année 1789, A

lençon, 1912; 
René Jouanne, «Les E

m
eutes paysannes au Pays B

as-N
orm

and
», Le Pay B

as-N
orm

and, n. 105, 1957; G
érard B

ourdin et M
ichel 

Peronnet, La R
évolution dans l’O

rne, Saint-E
tienne, 1988; G

. 
B

ourdin, A
spects de la Révolution dans l’O

rne 1789-1799, Alençon, 
1991; M

arius D
argaud, Le D

ébut de la R
évolution bourgeoise à 

A
lençon 1789-1790, Alençon, 1991. 

日
本
側
の
研
究
は
皆
無
だ
が
、

食
糧
蜂
起
や
食
料
問
題
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
阿
河
雄
二
郎
﹁
一
八

世
紀
パ
リ
の
穀
物
政
策―

﹃
国
王
の
穀
物
﹄
と
﹃
飢
餓
の
陰
謀
﹄―

﹂（
中

村
賢
二
郎
編
﹃
歴
史
の
中
の
都
市
﹄　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
六

年
所
収
）; 

高
橋
暁
生
﹁
フ
ラ
ン
ス
革
命
地
方
都
市
の
政
治
的
態
度
と

地
域
的
背
景―

ル
ア
ン
の
穀
物
供
給
問
題―

﹂（﹃
社
会
経
済
史
学
﹄

六
八-

二
号
、
二
〇
〇
二
年
）; 

佐
藤
真
紀
﹁
一
七
九
二
年
初
頭
の
ダ
ン

ケ
ル
ク
市
食
糧
暴
動
に
み
る
地
方
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
権
力
﹂（﹃
史
学

雑
誌
﹄
一
〇
七-

七
号
、
一
九
九
八
年
）; 

早
川
理
穂
﹁
ヴ
ェ
ル
ノ
ン
事

件
﹂（﹃
史
観
﹄
第
一
四
九
号
、
二
〇
〇
三
年
）
が
注
目
さ
れ
る
。

（
８
）Louis D

uval, E
phém

érides de la m
oyenne norm

andie et 
du perche en 1789, A

lençon, 1890; R
ecueil des docum

ents 
d

'ord
re écon

om
iq

u
e con

ten
u

s d
an

s les reg
istres d

e 
délibérations des m

unicipalitiés du district d'A
lençon, in 

C
ollection de docum

ents inédits l’hisitoire économ
ique de la 

R
évolution française, départem

ent de l’O
rne, publié par Felix 

M
ourlot, Tom

e I-III, A
lençon, 1907.

（
９
）Im

positions 1790, A
rchiv, D

épartem
ent de I'O

ene., C
 1285.

（
10
）Instruction du C

om
ité de M

endicité, L. 1722.

（
11
）C

ahiers du P
erche, plaintes et doléances bailliage du 

P
erche, com

posé de deux sièges M
ortagne et B

ellêm
e, 

A
nnuaire adm

inistrative et historique pour l’année 1889, 
D

épartem
ent de l’O

rne, A
lençon, 1889, pp. 135-158; C

ahier 
du tiers-E

tat de la châtellenie de M
ortagne, op. cit., 1888, pp. 

119-133. 

こ
の
他
に
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
周
辺
の
農
村
教
区
の
陳
情
書
は

紛
失
し
て
い
て
確
認
は
で
き
な
い
が
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
に
属
す
る 

ル
︲
パ
ンLe Pin 

教
区
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
（ ibid., pp. 81-86 

）。

ま
た
、
ベ
ッ
レ
ー
ム
小
郡
と
同
様
な
教
区
陳
情
書
を
隣
接
す
る
モ
ル

タ
ー
ニ
ュ
小
郡 C

anton de M
ortagne 

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。　

（
12
）C

anton de B
ellêm

e, Instruction du C
om

ité de M
endicité de 

1790, A
. D

. O
., L. 1722. 

（
13
）
近
江
﹁
蜂
起
指
導
層
と
蜂
起
衆
﹂、
一
三
、一
五
頁
。

（
14
）
同
右

（
15
）C

.-E
. Labrousse, La C

rise de l’économ
ie française à la fin 

de l’ancien R
égim

e et au début de la R
évolution française, 

Paris, 1944, pp. 39-41; A
. A

do, op. cit., p.107; G
.  B

ourdin et 
M

. Peronnet, op. cit., 1988, p. 87; C
laude C

ailly, M
utations d’

un espace proto-industriel: le Perche aux X
V

III
e-X

IX
e siècles, 

Paris, 1993, p. 297. 

た
だ
し
、C

. C
ailly

は
、Le Perche

の
農
村

工
業
の
場
合
、
王
国
内
部
の
食
糧
危
機
やle traité franco-anglais 

de 1787

の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
四
月
七
日
に
取

り
決
め
ら
れ
たLe Perche

の
第
三
身
分
最
終
陳
情
書
に
お
い
て
も
、

La m
anufacture des étam

ines de N
ogent-le-R

otrou et celle de 
toiles M

ortagne

の
現
状
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
（ C

ahiers du 
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Perche., p. 137 

）。

（
16
）C

ahiers du Perche., pp. 135-136.

（
17
）C

ahiers de la paroisse du Pin, A
nnuaire., 1886, pp. 180-183.

（
18
）E

lisabeth G
autier-D

esvaux, «Le Perche à l'heure des E
tats 

généraux», Société H
istorique et A

rchéologique de l’O
rne, 

Tom
e C

V
III, n. 1et 2, juin, 1989, pp. 73-98.

（
19
）Ibid., pp. 78.

（
20
）Ibid., pp. 92-93

（
21
）G

. B
ourdin, op. cit., p. 16.

（
22
）Ibid., p. 79.

（
23
）A

lain C
ham

pion, C
hronique de la R

évolution française 
à A

len
çon

, 1788-A
n

. V
III/1800, A

rch
ives M

unicipales 
d'A

lençon, 1992, p. 13.

（
24
）Loc. cit.,

（
25
）Jean-C

laude M
artin, «Les D

oléances de 1789, dans le 
bocage du H

oulm
e et la plaine d'A

rgentan», Le P
ay B

as-
N

orm
and, n. 147, 1977; L. D

uval, C
ahiers de doléances des 

villes, bourgs et paroisses du bailliage d’A
lençon en 1789, 

A
lençon, 1887; Louis Le R

oc'h M
orgere, sous dir., C

ahiers de 
doléances du bailliage d’E

xm
es en 1789, A

lençon, 1992; 
近
江

﹁
農
民
的
要
求
の
特
徴
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）﹂、
一
五―

一
八
頁
。

（
26
）L. D

uval, C
ahiers., p. 12. 

（
27
）
Ｇ
＝

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
（
高
橋
幸
八
郎
、
柴
田
三
千
雄
、
遅
塚

忠
躬
共
訳
）﹃
一
七
八
九
年―

フ
ラ
ン
ス
革
命
序
論
﹄
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
、
一
九
七
頁
。

（
28
）R

. Jouanne, op. cit., pp. 11~13; L. D
uval, E

phém
érides., p. 

20~55; 

近
江
﹁
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
以
前
﹂、二
四
五―

二
四
八
頁;

同
﹁
グ

ラ
ン
ド
・
プ
ー
ル
期
﹂、
五
九
頁
。

（
29
）L. D

uval, E
phém

érides., p. 28.

（
30
）Ibid., p. 28.

（
31
）Ibid., p. 31.

（
32
）Ibid., pp. 50–52.

（
33
）R

. Jouanne, op. cit., p. 2;

近
江
﹁
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
以
前
﹂、
二
四
〇

―

二
四
一
頁
。

（
34
）A

. D
. O

., C
. 1166; A

. Leclere, op. cit., pp. 56-57;　

近
江
﹁
グ

ラ
ン
ド
・
プ
ー
ル
期
﹂、
五
二
頁
。

（
35
）J.-C

. M
artin, op. cit.;　

近
江
﹁
農
民
的
要
求
﹂;  

同
﹁
グ
ラ
ン
ド
・

プ
ー
ル
期
﹂、
五
〇―

五
二
頁;

﹁
農
民
的
要
求
に
つ
い
て
﹂;  

同
﹁
農

民
的
要
求
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）﹂。

（
36
）L. D

uval, E
phém

érides., pp. 5-6; R. Jouanne, op. cit., pp. 11-12.

（
37
）L. D

uval, ibid., pp. 45-47.

（
38
）Ibid., p. 44.

（
39
）Ibid., pp. 53-54.

（
40
）C

ahiers du Perche., pp. 144-153.

（
41
）L. D

uval, op. cit., pp. 49-50.

（
42
）
近
江
﹁
食
糧
蜂
起
﹂。

（
43
）A

rch. M
uni. d'A

lencon, C
ote 63D

-17; 

近
江 

同
上
、
一
二―

一
三
頁
。

（
44
）L. D

uval, op. cit., pp. 89-90.

（
45
）Ibid., pp. 91-92.

（
46
）A

lain C
orbin, Le M

onde retrouvé de Louis-François Pinagot, 
sur les traces d’un inconnu 1798-1876, Paris, 1998.

（
47
）Ibid., p. 189.

（
48
）A

rch. D
ép. de l'O

rne, série L 1722.

（
49
）C
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Les Emeutes frumentaires de 1789 à Bellême

OMI, Yoshiaki

　　G. Lefèbvre estime à propos des émeutes frumentaires que, parmi 
les «masses révolutionnaires», ceux qui jusuqu’alors avaient ployé sans 
jamais cédé, ont emprunté le chemin de la révolte sous le coup de la faim 
et de la colère, prenant ainsi un caractère révolutionnaire. A. Ado, pour 
sa part, conclut que les cibles visées étaient d’abord «les grands fermiers, 
les marchands de céréales et les citadins aisés» et que, par la suite, le 
ressentiment s’est tourné directement vers la classe des propriétaires 
terriens. Liant les faits à l’existence supposée du «complot aristocratique», 
Timothy Tackett, qui a décortiqué le mécanisme de la survenue des révoltes 
populaires, telles les émeutes frumentaires, signalées dans toutes les régions 
du royaume, souligne que l’une des principales raisons du durcissement de 
ces mouvements en Bas-Normandie est la réduction de consommation de 
céréales imposée par la répartition que le gouvernement avait mise en place 
dans le cadre de la construction du port de Cherbourg, ce qui avait amené 
les émeutiers à désigner les agents du roi, les percepteurs, les bourgeois, 
les fermiers, etc. comme membres du complot aristocratique, au même titre 
que les nobles. Selon nous, cette remarque doit effectivement être prise en 
compte dans l’analyse du développement des révoltes de la faim concernant 
l’actuel département de l’Orne, en tant que circonstance particulière s’
appliquant à cette région. 
　　Dans cet ar ticle, nous aurons recours pour cela à l’analyse des 
soulèvements du 4 avril et des 17 et 18 juin, circonscrites autour de Bellême, 
au sujet desquelles nous disposons d’une quantité relativement importante 
d’informations. Si K. Dulong et quelques autres ont déjà abordé cette 
question de manière plus large, aucune recherche n’a encore été consacrée 
à ces événements en particulier. Il est néanmoins possible, sur le plan de 
la documentation historique, de s’appuyer sur des travaux tels que ceux 
de L. Duval, pour avoir une compréhension globale de ces mouvements. 
Pour mieux appréhender la situation économique du canton de Bellême, 
nous avons aussi consulté, pour la rédaction de cette étude, les registres d’
imposition (taille) de 1790, l’instruction du Comité de Mendicité, ainsi que les 
Cahiers du Perche. 


